












研究の要約

「思春期における保健・福祉体験学習事業」を効果的に実施し,さらに発展普及させるた

めには,その実施状況を調査し,問題点を検討する必要がある。そこで,全国の都道府県及

び市町村を対象として,本事業の実施状況を調査した。その結果,本事業の実施県数は 37,

市町村数は 132,学校数は 203 校であり,参加生徒数は男子より女子の方が多かった。本事

業の成果としては「生命の大切さの理解促進」,問題点としては「学校との連絡調整が困

難」及び「男子の参加が少ない」をあげたところが多かった。今後の事業発展のためには,

学校との連携を密にして平日に保健体育等の授業の一環として実施することが望ましいも

のと思われた。


